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研究成果の概要 

本研究では、優れた性質を示す元素の構造（グラフェン）を、同じトポロジーを持つ分子でつくる

ことで、ディラックコーンのような特異なバンド分散をもつ分子性ハニカム構造の構築を目指す。 

これまでに、分子間および分子−基板相互作用を利用することで、3 回対称をもつトリプチセン誘

導体 Trip-Phz 分子が Ag(111)基板上に、単結晶と同様のハニカム格子を形成することを走査トン

ネル顕微鏡（STM）による観測にて明らかにしているが、他にもいくつかの構造も形成されてしまう

ことから、ハニカム格子のみが形成される条件を模索した。今年度はさまざまな基板を検討したとこ

ろ、共同研究先のドイツ・キール大学で行った STM実験で、Pb(111)基板上でハニカム格子のみが

形成される条件を確立することが出来た。このハニカム格子は、基板上で発現するキラリティをもつ。

また端はアームチェア型よりもジグザグ型の方が優勢であり、エッジ状態の電子構造を走査トンネ

ル分光（STS）にて明らかにした。得られた分子性二次元構造体のバンド構造を明らかにするため、

角度分解光電子分光システムのセットアップが終了し、十分な分解能での測定が可能となった。そ

の後、スピン分解光電子分光のためのスピン検出器の作製および調整を行った。 

また、トリプチセン誘導体は結晶中でハニカム格子だけでなく、しばしば三角格子を形成する。こ

の三角格子のバンド計算を行ったところ、分子の対称性を反映してディラックコーンおよびトポロジ

カルフラットバンドを持つことを明らかにした。またスピン軌道相互作用を入れることで、Zeeman 型

のスピン偏極バンドを示すことがわかった。 
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